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SPI1; Transcription factor PU.1; 31 kDa-transforming protein
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、骨髄細胞およびBリンパ球細胞の分化において遺伝子発現を活性化するETSドメイン転写因子をコードしています。この核タンパク質は、標的遺伝子のプロモーター近傍に存在するPUボックスと呼ばれるプリンに富む配列に結合し、他の転写因子や補因子と協調して遺伝子発現を制御します。また、標的遺伝子の選択的スプライシングも制御します。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：リンパ球特異的エンハンサーとして機能するプリンに富むDNA配列（5'-GAGGAA-3'）であるPUボックスに結合します。このタンパク質は転写活性化因子であり、マクロファージやB細胞の分化や活性化に特異的に関与している可能性があります。 RNAにも結合し、pre-mRNAスプライシングを調節する可能性がある。,誘導：SFFVの挿入によりSpi-1遺伝子の再編成を受けたFV-PおよびFV-A誘導性赤血球白血病細胞株の両方で高発現する。,類似性：ETSファミリーに属する。,類似性：1つのETS DNA結合ドメインを含む。,サブユニット：モノマーとしてDNAに結合する。RUNX1およびSPIBと相互作用する。CEBPDおよびNONOと相互作用する。,
	研究分野
	がんの経路;急性骨髄性白血病;
	画像データ
	

	SPI1抗体を用いたCOS7細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	SPI1 抗体を使用した HUVEC 細胞溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	PU.1 ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタン ブロット分析。
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

